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1998年5月4日石垣島南方沖地震のOBS余震観測

Aftershock observation for South off Ishigaki Is. earthquake (1998/5/4) by OBS
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1 9 9 8年の5月4日、石垣島南方沖のフィリピン海プレート内でM 7 . 6の地震が発生した。C M T解による震源メカ
ニズムはほぼ東西圧縮の横ずれ型であった。気象庁による余震分布によると、断層面の走向は北西－南東方向と
推定される。この地震の発生機構を正確に知ることを目的として約2ヶ月間の海底地震計による余震観測を実施し
た。記録開始後の約6 7時間中に発生し震源決定された地震の数は約9 8 0個であった。同じ期間に気象庁により決定
された震源は8個である。震央は北西－南東方向に細長く広がり地形の高まりと関連があるように見える。個々の
地震の押し引き分布を見るとCMT解と逆の北東－南西圧縮が多数のようである。

[はじめに]
1 9 9 8年の5月4日、石垣島南方沖のフィリピン海プレート内でM 7 . 6の地震が発生した。C M T解による震源メカ

ニズムはほぼ東西圧縮の横ずれ型であり、そのため地震の規模に対して発生した津波は小さかった。気象庁によ
る余震分布によると、断層面の走向は北西－南東方向と推定される。これは西フィリピン海盆形成時に拡大軸と
平行に出来たであろうminor ridge & troughの走向と一致する。

本発表では1998年秋の地震学会での暫定的報告（P030）後の詳しい解析結果を紹介する。

[観測]
この地震の発生機構を正確に知ることを目的として、5月2 4日から7月3 0日の約2ヶ月間、海底地震計(OBS) 8

台による余震観測を実施した。この領域は水深が5 0 0 0 - 6 0 0 0 mと深く海底地形が複雑であるため、海上保安庁水路
部からS e a B e a mによる最新の地形図の提供を受けて設置点を設定した。また、回収時にはO B Sの海底での位置を
正確に求めるため、G P Sと音響トランスポンダーによる位置決めも行った。回収状況はトランスポンダーに起因
すると思われるトラブルにより捗々しくなく、正常に回収された3台と漂流後に発見された1台の計4台だけである。
前者の3台は記録状態も正常であり、後者は記録開始後2日半程しかデータが得られていない。また、O B Sの位置
決定の結果では、同海域は海流が1ノット程度と弱いせいか、最大でも3 0 0 m程度しか投入点からずれていなかっ
た。

[解析結果]
4台のO B Sが稼働していた約6 7時間中に発生し震源決定された地震の数は約9 8 0個で、そのうち4点の読み取り

値から決定された信頼性の高い震源だけ取り出すと7 3 7個になった。同じ期間に気象庁により決定された震源は8
個である。また、気象庁が8月末までに決定した震央分布を見ると北にずれているようで、両者で共通に得られた
震央を比較すると約4 0 k m北北西方向に系統的ずれがあることが分かった。震央は北西－南東方向に細長く広がり
地形の高まりと関連があるように見え、その途中にある北東－南西方向の窪地付近に震源が集中している。

その後の期間（～6 / 7）の震源も加えると総数は約2 7 0 0個になるが、殆ど直線的な観測点配置となってしまう
ため信頼度が低い結果しか得られていない。しかし、基本的な震央分布には変化がないと考えられる。

震源メカニズム解については、震源決定中に個々の地震の押し引き分布を見ると、C M T解と合う圧縮軸が東
西（南東－北西）方向のものは少数で、むしろ北東－南西方向が多数のようである。これから合成メカニズム解
を求めてこの点を明確にするつもりである。

[謝辞]
本観測でのOBSの設置及び回収は長崎海洋気象台の観測船「長風丸」の協力により行われたことを感謝します。


